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和歌山県田辺湾に最近漂着した2個目のモダマ(マメ科)の種子

久保田　　信*

shin Kubota : The second recent case of a seed of Entada phaseoloides (Leguminosae)

being washed ashore in Tanabe Bay, Wakayama Prefecture, Japan

モダマEntadaphaseoloides Merr.は広く東南アジアや

南太平洋に分布するが,和歌山県田辺湾にもその種子が

稀に漂着する(久保田ほか,2004)。これまで田辺湾から

は, 2003年10月に著者が京都大学瀬戸臨海実験所前浜の

通称"北浜''で発見した1個(長径45mm　短径36mm*

厚さ15mm・発見後2カ月後の重量14.9 g)が漂着して

いる記録のみであった(久保田ほか,2004)。今回,同じ

場所に2個目の種子が, 2006年7月22日に漂着したので

記録する(図1)。このモダマは,長崎大学教育学部生物

学教室の中西弘樹教授に同定して傾いたので,深謝致し

ます。

今回漂着したモダマの種子は,長径・短径ともに45

mm,厚さ14mmで,半月後の重量が13.7gであった。こ

の種子も,北浜に最初に漂着した種子とほぼ同じ形状と

重量であった。なお,今回の種子には,漂流中にコケム

シ類の2群体やエボシガイが数個体付着していた。
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図1　和歌山県白浜町京都大学瀬戸臨海実験所"北浜"
に2006年7月に漂着したモダマの種子
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